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1. 緒言 

汗は非侵襲で得られ，体の状態を示すバイオマーカーが含まれている液体であることから，身

体状態を把握するうえで有用である．そこで近年，汗を測定するためのウェアラブルデバイスや

パッチが開発されており，外部の分析装置を用いることなく身体状態を把握することが可能にな

っている[1]．しかし，現在開発されている多くのデバイスは大量の汗を必要とし，安静時などに

おける少量の汗の測定は困難であった．本研究ではこの課題を解決するために，フィルム表面の

濡れ性を制御することで汗を回収．センサー部に対して効率よく汗を供給するフィルムの開発を

目的とした．Fig. 1aに今回作製したフィルムを示す．高い

疎水性の表面上に幅に勾配を持ち高い親水性の表面が存在

すると，より濡れ面積が広い方向へ液体が移動することが

知られている[2]．この現象を利用して，親水性でかつ枝状

の分岐構造を持ち，表面全体から液体を回収できるフィル

ムを開発した[3]． 

 

2. 実験・結果 

効率よく液体を回収できる濡れ性のパターンとして新たに

フラクタルパターンを作製した．このパターンには分岐度

を表す世代数(G)とテーパー角の 2 つのパラメータがある

(Fig. 1b)．本研究ではパターン上に水滴を噴霧し，中央部で

回収された液体の体積を測定することにより、世代数とテーパー角の違いによる液滴収集の効率

を調べた．世代数の増加に伴い回収量は増加し 7世代目以降は変化が見られないことが確認でき，

テーパー角度は 5°のものが最大効率となった．また，8世代目，テーパー角度が 5°のフィルム

において 74%の回収効率を示した．以上の結果から微小な液体を高い効率で一か所に回収できる

フィルムの開発に成功した．今後は人の発汗を模したデバイス上で回収，センサー部への液体の

回収が可能であることを示すことで人の皮膚上でも液体の回収が可能であることを確かめていく． 
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Fig. 1 (a) 液体回収フィルムの
概要． (b) フラクタルパターン
の概要 
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